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●
令
和
八
年
二
月
四
役
会
・
役
員
会
報
告

　

令
和
八
年
二
月
十
四
日
︵
土
︶
に

後
援
会
四
役
会
に
続
き
役
員
会
全
体

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、令
和
七
年
度
事
業
報
告
案
、

同
決
算
報
告
案
並
び
に
会
計
監
査
報

告
が
な
さ
れ
、
令
和
八
年
度
事
業
計

画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
八
年
度

の
役
員
候
補
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
総
　
会

　

令
和
八
年
四
月
一
日
（
水
）
の
大

学
入
学
式
当
日
、
本
学
わ
た
な
べ
記

念
館
に
お
い
て
、
保
護
者
多
数
の
出

席
を
得
て
後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
に
、
前
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、本
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
進

級
し
た
役
員
の
方
の
留
任
及
び
新
入

生
保
護
者
十
一
名
の
新
役
員
候
補
者

の
紹
介
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
会
長

に
は
竹
本
統
子
氏
が
選
任
さ
れ
、
併

せ
て
副
会
長
、
会
計
、
会
計
監
査
の

選
任
が
夫
々
な
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

総
会
で
の
決
定
事
項
は
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●�

令
和
八
年
七
月
四
役
会
・
役
員
会
報
告

　

令
和
八
年
七
月
十
一
日
（
土
）
に
、

後
援
会
四
役
会
及
び
役
員
会
全
体
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
正
午
よ
り
、

全
体
会
に
先
立
ち
役
員
会
打
合
せ
の

た
め
の
四
役
会
が
開
催
さ
れ
、
引
き

続
き
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
役

員
会
全
体
会
が
開
始
さ
れ
、
今
年
度

の
保
護
者
会
を
十
月
三
十
一
日
に
開

催
す
る
議
案
の
承
認
、
大
学
報
告
等

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長
　
竹
本
　
統
子

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
定
期
的
な
行

事
や
保
護
者
会
は
、
日
頃
の
悩
み
や

喜
び
を
共
有
で
き
る
仲
間
と
出
会
え

る
と
て
も
良
い
機
会
で
す
。
大
学
の

様
子
や
先
生
方
の
お
話
を
少
し
聞
き

に
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
軽
な
気

持
ち
で
、
ぜ
ひ
行
事
や
保
護
者
会
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
先
生
方
や

保
護
者
と
親
睦
を
深
め
、
共
に
お
子

さ
ん
の
成
長
を
喜
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
、
後
援
会
へ
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
後

援
会
活
動
へ
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
「
食
と
栄
養
」
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
育
成
す
る
、
特
色
あ
る
大

学
で
す
。
小
人
数
制
で
の
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
先
生
と
学
生
の
距
離

が
近
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が

魅
力
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
後
援
会
は
大
学
と
連
携
し
な
が

ら
、
学
生
た
ち
が
充
実
し
た
毎
日
を

送
り
、
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
け

る
よ
う
、
日
々
の
学
生
生
活
を
支
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
保
護
者
の
皆
様
も
楽

し
く
参
加
で
き
る
後
援
会
活
動
」
を

　
本
学
は
建
学
の
精
神
の
も
と
、

「
食
」
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
と
豊

か
な
生
活
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ソ
ク
ラ

テ
ス
は
、「
生
き
る
た
め
に
食
べ
よ
、

食
べ
る
た
め
に
生
き
る
な
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
食
は
生
命

を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
、

人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な
営
み
で

す
。
本
学
で
は
、
食
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
や
技
術
の
修
得
と
と
も

に
、
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
に
貢
献

す
る
力
を
育
む
教
育
を
実
践
し
て
お

り
ま
す
。

　

開
学
か
ら
二
十
年
余
り
が
経
過

し
、
多
く
の
卒
業
生
が
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
歩
み
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
援
会
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
す
る
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

大
学
創
立
三
十
周
年
に
向
け
て
、

本
学
は
建
学
の
精
神
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
教
育
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
食

を
総
合
的
に
学
ぶ
大
学
と
し
て
ま

た
、
食
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
と
幸

福
の
あ
り
方
を
探
求
し
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
皆
様
と

と
も
に
歩
む
大
学
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
長
挨
拶�

理
事
長
・
学
長
　
田
所
　
忠
弘

総
会
・
役
員
会
報
告

建
学
の
精
神
を
礎
に
、
三
十
周
年
へ
向
け
て

令和８年度　主な後援会活動
日　程 曜日 内　　容

４月 １ 日 （水） 定期総会
７月 11 日 （土） 役員会（役員間の懇談会等含む）
10 月 31 日 （土） 保護者会（保護者と教職員懇談会含む）
11 月 ７ 日 （土）

大学祭『聖栄葛飾祭』への協力
11 月 ８ 日 （日）
２月頃（予定） 役員会（次年度の後援会総会準備）

※大学等への助成（教育助成、学食助成、わたなべ奨学・奨励基金など）
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品
の
両
学
科
の
学
生
が
一
緒
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
新
年
度
の
大
学
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。
一
年
次
生
は
四
月
二
日
か
ら

一
泊
二
日
の
宿
泊
研
修
を
「
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
仲
間
作
り
に
力
を
入
れ
、
先
輩
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
体
験
型
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
を
取
り
入

れ
、
屋
外
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
仲
間
と
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
二
年
生
は
大
学
生
活
に

も
慣
れ
、
体
育
祭
で
は
大
変
活
躍
し

ま
し
た
。
三
年
生
は
臨
地
実
習
に
向

け
て
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
年
生
は
本
格
的
な
就
職
活
動
と
と

も
に
、
各
ゼ
ミ
で
は
仕
上
げ
に
向
け

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
と
し

て
、
例
年
よ
り
早
め
の
取
り
組
み
を

国
試
対
策
室
と
各
ゼ
ミ
で
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
「
商
品
開
発
」、「
わ
ん
ぱ
く

相
撲
」、「
食
育
の
お
は
な
し
会
」、「
本

の
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
、
管
理
と
食

管
理
栄
養
学
科

令
和
八
年
度
新
た
な
ス
タ
ー
ト

管
理
栄
養
学
科
長
　
大
塚
　
静
子

交
流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
優
勝
チ
ー
ム
は
三
年
・
四
年
ク

ラ
ス
で
し
た
。

学
友
会
活
動
報
告

　
今
年
度
、
学
友
会
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
、
食
品
学
科
の
西
脇
由
季
で

す
。
東
京
聖
栄
大
学
は
昨
年
度
で
開

学
二
十
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
も
引
き
続
き
各
行
事
の
企
画
・
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
の

盛
況
に
負
け
な
い
よ
う
、
ま
た
、
学

生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
学
友
会
役
員
一
同
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
後
援
会
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
総
会
・
新
入
生
歓
迎
会
報
告

　
令
和
八
年
四
月
二
十
三
日
（
木
）

に
学
友
会
総
会
・
新
入
生
歓
迎
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
新
役
員
の
選
出
や

承
認
、
決
算
報
告
及
び
今
年
度
の
予

算
案
等
の
審
議
を
行
い
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
の
学
友
会
役
員
は

二
十
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

後
の
新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
特
別
講

師
と
し
て
田
﨑
聡
先
生
か
ら
「
日
本

の
コ
ー
ヒ
ー
文
化
と
可
能
性
」
に
つ

い
て
貴
重
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
参
加
学
生
全
員
が

楽
し
め
る
企
画
と
し
て
抽
選
会
を
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
と
て
も
良

い
雰
囲
気
で
終
わ
る
こ
と
で
き
ま
し

た
。

学友会新役員

●
体
育
祭
実
施
報
告

　
令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
（
金
）

東
新
小
岩
運
動
場
に
て
体
育
祭
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
学
生
と
教
職
員
合
わ
せ

て
約
二
一
〇
名
が
参
加
さ
れ
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
た
な
か
、
予
定
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
進
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
積
極
的
に

競
技
に
取
り
組
み
、
各
ク
ラ
ス
内
の

親
睦
を
深
め
る
事
や
学
科
を
超
え
て

宿泊研修（１年次生）

学友会会長
食品学科
３年次生
西脇　由季

体育祭（玉入れ）体育祭（台風の目・優勝チーム）

地域連携プロジェクト「わんぱく相撲」



ー食 品 学 科ー
（研究・分析・開発・製造（食品・化学））
㈱グレープストーン、タイヘイ㈱、トオカツフーズ㈱、
㈱虎昭産業、㈱西原商会、㈱富士商事、フジパングループ
本社、プライムデリカ㈱、㈱ベジテック、㈱ポンパドウル、
㈱ヤヨイサンフーズ

（調理/接客サービス）
㈱京橋千疋屋、C-United㈱、ジャルロイヤルケータリング㈱、
㈱すかいらーくホールディングス、㈱ドトールコーヒー、
パークタワーホテル㈱、㈱はま寿司、㈱ファーストリゾート、
㈱物語コーポレーション、リゾートトラスト㈱

（営業・販売）
オーケー㈱、角上魚類ホールディングス㈱、㈱はせがわ酒店、
まいばすけっと㈱、㈱マルゼン、㈱ヤオコー

（その他）
㈱エイチ・アイ・エス、㈱クスリのアオキ、㈱トモズ

ー管理栄養学科ー
（公務員）
東京都職員Ⅰ類（栄養士）、千葉県船橋市（非常勤栄養士）、
千葉県鴨川市（一般行政職）

（病院/福祉）
（独）国立病院機構関東信越グループ、IMSグループ 明理会
中央総合病院、慶應義塾大学病院、（社福）湖聖会

（受託給食会社）
一冨士フードサービス㈱、エームサービス㈱、㈱EVERYFOOD、
㈱グリーンハウス、㈱センダン、中央フードサービス㈱、
日清医療食品㈱、葉隠勇進㈱、フジ産業㈱、㈱ミールケア、
㈱メフォス、淀川食品㈱、㈱LEOC

（保育園）
AIAI Child Care㈱、㈱こどもの森、㈱日本保育サービス、
㈱ポピンズエディケア、ライクキッズ㈱

（薬局）
㈱くすりの福太郎、㈱スギ薬局、㈱セキ薬品

（その他）
（株）江東微生物研究所

18 期（令和８年３月卒業生）の主な就職先

※管理栄養学科・進学先
筑波大学大学院
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令
和
八
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
一
・
二
年
生
が
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
適
用
、
三
・
四
年
生
が
旧

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
適
用
の
形
で
進
行
し

て
お
り
ま
す
。勿
論
、四
年
間
で
し
っ

か
り
学
修
し
て
い
た
だ
く
内
容
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
調
理
技
術
研

修
生
制
度
の
廃
止
も
あ
り
、
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
主
に
履
修
の
仕
方
に

つ
い
て
色
々
と
変
更
を
行
い
ま
し

た
。
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
食
の

「
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
二
コ
ー
ス
制
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
食

を
「
つ
く
る
」「
知
る
」「
魅
せ
る
」

の
三
分
野
制
と
し
、
最
低
二
分
野
の

科
目
を
セ
ッ
ト
で
履
修
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
択
科
目
の

増
え
る
二
年
生
後
期
か
ら
、
本
格
的

に
運
用
開
始
で
す
。
三
・
四
年
生
と

同
じ
く
、
し
っ
か
り
学
ん
で
豊
か
な

専
門
性
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

食
品
学
科

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

食
品
学
科
長
　
貝
沼
　
章
子新入生宿泊研修におけるカリキュラム説明

　
第
十
八
期
生
（
令
和
八
年
三
月
卒

業
生
）
は
、
就
職
希
望
者
一
二
三
名

全
員
が
就
職
し
、
学
部
全
体
の
就
職

率
（
就
職
希
望
者
比
）
一
〇
〇
・
〇
％

を
達
成
し
ま
し
た
。
管
理
栄
養
学
科

で
は
、
公
務
員
や
病
院
を
は
じ
め
、

保
育
園
、
薬
局
、
受
託
給
食
会
社
等

に
お
い
て
、
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

と
し
て
専
門
性
を
生
か
せ
る
職
種
へ

進
み
ま
し
た
。
食
品
学
科
で
は
、
食

品
関
連
企
業
の
研
究
・
開
発
・
製
造

職
の
ほ
か
、
営
業
・
販
売
職
や
調

理
・
接
客
サ
ー
ビ
ス
職
を
中
心
に
進

路
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
管
理

栄
養
学
科
の
卒
業
生
一
名
が
大
学
院

へ
進
学
し
て
お
り
、
就
職
・
進
学
を

合
わ
せ
た
進
路
決
定
率
は
一
〇
〇・〇
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
多
く

が
大
学
で
の
学
び
を
生
か
せ
る
業

種
・
職
種
へ
進
ん
で
お
り
、
今
後
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
本
学
で
は
引
き
続

き
、
教
職
員
が
連
携
し
な
が
ら
学
生

一
人
ひ
と
り
の
希
望
や
適
性
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
、
進
路

実
現
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
八
年
三
月
卒
業
生
就
職
結
果

〈卒業者数と就職者数〉

学 科 卒業
者数

就職希
望者数

就職
者数

就職率
（％）

管 理
栄 養 74 73 73 100.0

食 品 51 50 50 100.0

学 部
合 計 126 123 123 100.0

食品学科（就職率100.0％）

第
十
八
期
生

（
令
和
八
年
三
月
卒
業
生
）の
就
職
状
況

（
就
職
率
一
〇
〇
・
〇
％
）

★内側のグラフ「管理栄養士・栄養士職の内訳」

の作成方法

・先に管理栄養士以外の職種の％を入力

・そのあとに管理栄養士の内訳の％を入力していく

・ただし、管理栄養士のみで 100％になってしまうので

　計算が必要

　例）

　管理栄養士が 73.2％の場合

　公務員 2.5％×0.732 で計算

　※立体化はブレンドで作成 / ステップ数 200

 　（グループ解除しておき各データごとにブレンド）

営業・販売2.7％

一般事務4.1％
その他4.1％

調理・接客サービス5.5％
その他
1.6％

公務員9.8％
病院6.6％
福祉施設
1.6％

保育園26.2％

薬局
6.6％

受託給食会社
47.6％ 管理栄養士・

栄養士職83.6％

管理栄養学科（就職率100.0％）

営業・販売
28.0％

その他
10.0％ 研究・分析・開発・製造

（食品・化学）24.0％

調理・接客サービス
36.0％

一般事務
2.0％



第 76号	 東京聖栄大学後援会会報	 令和８年７月 31日　［４］

学
年
担
任
紹
介

サイネージデスクトップ型パソコン

　

後
援
会
で
は
、
学
生
全
員
が
健
全

か
つ
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
毎
年
様
々
な
寄
贈
や
助
成
を

通
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
支
援
と
し
て
、
食
品
や
栄
養

等
に
関
連
す
る
企
業
の
新
卒
採
用
の

ご
担
当
の
方
々
を
本
学
に
招
い
て
行

う
、
学
内
業
界
企
業
説
明
会
の
運
営

費
及
び
早
期
化
し
て
い
る
就
職
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
為
に
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
（
学
生
自
身
が
客
観
的

に
適
性
等
を
知
る
機
会
）
の
受
験
料

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
活
動
支
援
と
し
て
、
学
友

会
が
使
用
す
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ

ソ
コ
ン
一
式
や
一
号
館
・
七
号
館
玄

関
前
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設

置
し
、
学
生
へ
必
要
な
情
報
が
デ
ジ

タ
ル
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
生
が
安
く
、
美
味
し
く

学
生
食
堂
を
利
用
で
き
る
よ
う
運
営

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

令和８年度後援会役員紹介
会　　長	 ３ＦＢ	 竹　本　統　子
副 会 長	 ４ＮＢ	 森　谷　浩　幸
副 会 長	 ３ＦＡ	 佐　藤　叙　子
副 会 長	 ２ＮＢ	 鈴　木　有　美
会　　計	 ４ＦＡ	 市　川　久美子
会　　計	 ４ＦＡ	 奥　住　彩　子
会計監査	 ４ＮＡ	 東　　　尚　美
会計監査	 ３ＮＡ	 稲　垣　千　鶴
役　　員	 ３ＦＴ	 臼　井　順　司
役　　員	 ２ＦＡ	 青　山　仁　美
役　　員	 １ＮＡ	 青　木　幹　枝
役　　員	 １ＮＡ	 江　橋　　　綾
役　　員	 １ＮＡ	 尾　野　小百合
役　　員	 １ＮＡ	 可　知　康　宏
役　　員	 １ＮＡ	 嘉手苅　美　幸
役　　員	 １ＮＡ	 木　村　亜　美
役　　員	 １ＮＡ	 髙　安　千　鶴
役　　員	 １ＮＢ	 山　崎　　　良
役　　員	 １ＦＡ	 大和田　智　子
役　　員	 １ＦＡ	 佐　籐　純　子

　
後
援
会
の
寄
贈

管
理
栄
養
学
科

一
年
担
任
　
大
舘
　
昭
彦
　
教
　
授

　
副
担
任
　
柴
田
　
隆
一
　
講
　
師

二
年
担
任
　
風
見
　
公
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
山
田
　
五
月
　
准
教
授

三
年
担
任
　
髙
橋
美
惠
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
鈴
木
　
　
等
　
教
　
授

四
年
担
任
　
宮
内
　
眞
弓
　
教
　
授

　
副
担
任
　
古
庄
　
　
律
　
教
　
授

食

品

学

科

一
年
担
任
　
福
田
　
　
亨
　
教
　
授

　
副
担
任
　
折
口
い
づ
み
　
助
　
教

二
年
担
任
　
𠮷
田
　
光
一
　
准
教
授

　
副
担
任
　
篠
原
　
優
子
　
講
　
師

三
年
担
任
　
植
芝
　
　
牧
　
准
教
授

　
副
担
任
　
山
本
　
直
子
　
准
教
授

四
年
担
任
　
片
山
　
佳
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
福
留
　
奈
美
　
教
　
授

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学
等
の

高
等
教
育
に
お
け
る
「
授
業
料
や
入

学
金
の
減
免
」
及
び
「
給
付
型
奨
学

金
」
に
よ
る
制
度
で
す
。

本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
支
援
対

象
校
と
し
て
認
定
を
受
け
て
お
り
、

「
授
業
料
・
入
学
金
の
一
部
減
免
と

給
付
型
奨
学
金
」
に
よ
り
、
意
欲
あ

る
学
生
の
み
な
さ
ん
の
「
学
び
」
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
四
月
よ
り
、
多
子
世
帯

（
世
帯
主
が
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も

三
人
以
上
）
の
学
生
へ
の
支
援
対
象

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

本
制
度
の
申
請
時
期
は
、
春
期
と

秋
期
に
行
っ
て
お
り
、
給
付
型
奨
学

金
『
日
本
学
生
支
援
機
構
』、
授
業

料
等
の
減
免
『
大
学
（
本
学
）』
夫
々

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
制
度
で
、
貸
与
型
（
一
種
：
無

利
子
、
二
種
：
有
利
子
）
の
制
度
も
本

学
経
由
で
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

募
集
時
期
に
学
生
向
け
の
説
明
会

を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
利
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
際
は
、
説
明
会

に
出
席
す
る
よ
う
に
ご
指
導
下
さ
い
。

各
種
制
度
等
に
関
す
る
詳
細
等

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新

制
度
（
給
付
型
奨
学
金
及
び

授
業
料
等
減
免
）

は
、
文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
生
支

援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
修
学
支
援
新
制
度
や
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
に
関

す
る
内
容
や
申
請
方
法
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

https://www.jasso.go.jp/
shogakukin/kyufu/index.html

日本学生支援機構

https://www.mext.go.jp/a_
menu/koutou/hutankeigen/
index.htm

文部科学省

日本学生支援機構奨学金制度
奨学金名 月額（自宅通学） 月額（自宅外通学） 備　考

第一種奨学金
（貸与：無利子）

20,000 円、30,000 円、 
40,000 円、54,000 円
より選択

20,000 円、30,000 円、
40,000 円、50,000 円、
64,000 円より選択

※修学支援制度と併用
する際は、月額が異
なる場合があります。

第二種奨学金
（貸与：有利子）

20,000 円～ 120,000 円（10,000 円単位）
で選択

JASSO が定める利率
の上限年３％です。

（ 貸 与 終 了 時 期 に
よって変動しますが、
在学中無利息です。）

給付型奨学金
（修学支援制度）

第Ⅰ区分 38,300円（※42,500円） 75,800 円
修学支援制度におけ
る支援区分は、「家
計基準」に応じて毎
年変動します。

第Ⅱ区分 25,600円（※28,400円） 50,600 円
第Ⅲ区分 12,800円（※14,200円） 25,300 円
第Ⅳ区分

（多子世帯）9,600 円（※ 10,700 円） 19,000 円

※生活保護世帯で自宅から通学及び児童養護施設等から通学する場合の支給額です。

学内業界企業説明会の様子


